
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
装置全体の制御を行う主制御手段と、前記主制御手段に電力が供給されていない場合に前
記主制御手段に代わって装置の状態管理を行う副制御手段と、を備え、待機状態中に前記
主制御手段及び所定のユニットに対する電力の供給を停止し、前記副制御手段の制御によ
って装置の状態管理を行う省エネルギー機能付きファクシミリ装置において、

前記副制御手段の制御動作中に、
待機状態の経過時間を管理し、前記副制御手段へ時間情報を出力する時間管理手段 を備
え、
前記主制御手段が、待機状態に入る前に前記副制御手段に対して待機状態を解除する解除
指定時間を 出力し、前記副制御手段が、待機状態中に前記
時間情報と前記解除指定時間とを比較し、前記解除指定時間に達した場合に待機状態を解
除し、前記主制御手段及び所定のユニットに対する電力供給を開始させることを特徴とす
る省エネルギー機能付きファクシミリ装置。
【請求項２】
請求項１記載の省エネルギー機能付きファクシミリ装置において、
前記時間管理手段の時間情報が、所定の間隔で出力される時間周期クロックであり、
前記主制御手段が、前記解除指定時間を待機状態を解除するまでにカウントする前記時間
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前記主制御手段に接続されているバスラインと、前記副制御手段に接続されているバスラ
インとを分離するバストランシーバと、
前記副制御手段とバスラインとで接続されるとともに、

と

前記バストランシーバを介して



周期クロックの解除カウント値として出力し、
前記副制御手段が、前記時間周期クロックをカウントして、前記時間周期クロックのカウ
ント値が前記解除カウント値に達した場合に、待機状態を解除し、前記主制御手段及び所
定のユニットに対する電力供給を開始させることを特徴とする省エネルギー機能付きファ
クシミリ装置。
【請求項３】
請求項１記載の省エネルギー機能付きファクシミリ装置において、
前記時間管理手段の時間情報が、所定の間隔で出力される時間割込信号であり、
前記主制御手段が、前記解除指定時間を待機状態を解除するまでにカウントする前記時間
割込信号の解除カウント値として出カし、
前記副制御手段が、前記時間割込信号をカウントして、前記時間割込信号のカウント値が
前記解除カウント値に達した場合に、待機状態を解除し、前記主制御手段及び所定のユニ
ットに対する電力供蛤を開始させることを特徴とする省エネルギー機能付きファクシミリ
装置。
【請求項４】
請求項１記載の省エネルギー機能付きファクシミリ装置において、
前記主制御手段が、前記時間管理手段に対して前記解除指定時聞を出カし、
前記時間管理手段が、前記待機状態の経過時間が前記解除指定時間に達した場合に前記副
制御手段に時間割込信号を出カし、
前記副制御手段が、前記時間割込信号を入カした場合に、待機状態を解除し、前記主制御
手段及び所定のユニットに対する電力供給を開始させることを特徴とする省エネルギー機
能付きファクシミリ装置。
【請求項５】
請求項１～４のいずれかに記載の省エネルギー機能付きファクシミリ装置において、前記
副制御手段が、前記待機状態を解除する場合に前記主制御手段に対して前記待機状態を解
除した時間・要因等の情報を出力することを特徴とする省エネルギー機能付きファクシミ
リ装置。
【請求項６】
請求項２又は３記載の省エネルギー機能付きファクシミリ装置において、前記副制御手段
が、前記時間周期クロック又は前記時間割込信号のカウント値がフルカウントとなった場
合、前記待機状態を解除して前記主制御手段に対して前記カウント値がフルカウントであ
る旨の情報を出力するとともに前記主制御手段から新たに前記解除カウント値を入力して
前記待機状態に移行し、前記時間周期クロック又は前記時間割込信号をカウントすること
を特徴とする省エネルギー機能付きファクシミリ装置。
【請求項７】
請求項１記載の省エネルギー機能付きファクシミリ装置において、
前記主制御手段が、前記解除指定時間として、前記所定のユニットを使用して実行される
時刻指定動作の指定時刻より所定の準備時間だけ前の待機状態解除時刻に対応する時間情
報を出力することを特徴とする省エネルギー機能付きファクシミリ装置。
【請求項８】
請求項７記載の省エネルギー機能付きファクシミリ装置において、
前記準備時間を操作入力によって任意の時間に設定可能な操作手段を設けたことを特徴と
する省エネルギー機能付きファクシミリ装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、待機状態中に省エネルギー状態に切り換えて、装置全体の制御を行う主制御部
および所定のユニットの消費電力を節減し、主制御部と別個に設けられた副制御部により
省エネルギー状態中の制御を司る省エネルギー機能付きファクシミリ装置に関し、より詳
細には、前記副制御部が、省エネルギー状態中にファクシミリ装置の時間の管理を行うこ

10

20

30

40

50

(2) JP 3568733 B2 2004.9.22



とができるように構成された省エネルギー機能付きファクシミリ装置に関する。
【０００２】
なお、本発明は、主制御部と別個に設けられた副制御部が省エネルギー状態における制御
を司り、その省エネルギー状態中に時間の管理が必要な全ての電化製品に応用することが
できる。
【０００３】
【従来の技術】
従来より、消費電力を節減することができる構成を備えた省エネルギー機能付きファクシ
ミリ装置が提案されており、そのファクシミリ制御方式の例としては、特開昭５７－１６
８５７３号公報に開示されたものがある。
この省エネルギー機能付きファクシミリ装置では、２個のＣＰＵを用いてシステム制御部
を構成し、一方のＣＰＵ（主制御部）に主電源より電源を供給して、他方の待機中のＣＰ
Ｕ（副制御部）に副電源より電源を供給するようになっている。
【０００４】
すなわち、装置の待機状態では、主電源をオフし、他方のＣＰＵ（副制御部）のみを動作
させて消費電力を節減するというものである。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
一般に省エネルギー機能付きファクシミリ装置においては、主制御部が時間の管理を行い
、時間を管理する必要のある機能、例えば時刻指定ポーリング受信、時刻指定送信、節電
タイマー、夜間タイマー等の機能については、主制御部が動作制御している。
【０００６】
しかしながら、従来の省エネルギー機能付きファクシミリ装置においては、副制御部が時
間を管理する機能を備えておらず、かつ一度省エネルギー状態に入ると主電源を含む所定
のユニットに電源を供給するための主電源をオフしてしまうことから、省エネルギー状態
において時間を管理することができないという問題があった。そのため、従来の省エネル
ギー機能付きファクシミリ装置では、時刻指定ポーリング受信、時刻指定送信、節電タイ
マー、夜間タイマー等の機能を発揮させるために省エネルギー状態において時間管理する
ことができず、このような機能の制御ができなかった。
【０００７】
また、従来の省エネルギー機能付きファクシミリ装置においては、人為的な操作及びリン
ギング信号等のファクシミリ受信合図により省エネルギー状態を解除することができるが
、副制御部に時間を管理する機能を設けていないため、所定の時刻に省エネルギー状態を
解除するという制御ができなかった。
本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、省エネルギー状態であっても、時間を管
理する必要がある機能、例えば時刻指定ポーリング受信、時刻指定送信、節電タイマー、
夜間タイマー等の動作を行うための制御ができ、しかも従来通り消費電力を節減できるよ
うにすることを第１の目的とする。
【０００８】
また、本発明は、所定の時刻になったとき、省エネルギー状態を解除できるようにするこ
とを第２の目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するため、請求項１に係る発明は、装置全体の制御を行う主制御手段と、
前記主制御手段に電力が供給されていない場合に前記主制御手段に代わって装置の状態管
理を行う副制御手段と、を備え、待機状態中に前記主制御手段及び所定のユニットに対す
る電力の供給を停止し、前記副制御手段の制御によって装置の状態管理を行う省エネルギ
ー機能付きファクシミリ装置において、

前記副制御手段の制御動作中に、待機状態
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前記主制御手段に接続されているバスラインと、
前記副制御手段に接続されているバスラインとを分離するバストランシーバと、前記副制
御手段とバスラインとで接続されるとともに、



の経過時間を管理し、前記副制御手段へ時間情報を出力する時間管理手段 を備え、前記
主制御手段が、待機状態に入る前に前記副制御手段に対して待機状態を解除する解除指定
時間を 出力し、前記副制御手段が、待機状態中に前記時間
情報と前記解除指定時間とを比較し、前記解除指定時間に達した場合に待機状態を解除し
、前記主制御手段及び所定のユニットに対する電力供給を開始させるものである。したが
って、

省エネルギー状態への
切換によって消費電力を節減できるだけでなく、省エネルギー状態中であっても時間を管
理する必要がある機能、例えば時刻指定ポーリング受信、時刻指定送信、節電タイマー、
夜間タイマー等のための動作を制御することができる。
【００１０】
請求項２に係る発明は、請求項１記載の省エネルギー機能付きファクシミリ装置において
、前記時間管理手段の時間情報が、所定の間隔で出力される時間周期クロックであり、前
記主制御手段が、前記解除指定時間を待機状態を解除するまでにカウントする前記時間周
期クロックの解除カウント値として出力し、前記副制御手段が、前記時間周期クロックを
カウントして、前記時間周期クロックのカウント値が前記解除カウント値に達した場合に
、待機状態を解除し、前記主制御手段及び所定のユニットに対する電力供給を開始させる
ものである。
【００１１】
また、請求項３に係る発明は、請求項１記載の省エネルギー機能付きファクシミリ装置に
おいて、前記時間管理手段の時間情報が、所定の間隔で出力される時間割込信号であり、
前記主制御手段が、前記解除指定時間を待機状態を解除するまでにカウントする前記時間
割込信号の解除カウント値として出カし、前記副制御手段が、前記時間割込信号をカウン
トして、前記時間割込信号のカウント値が前記解除カウント値に達した場合に、待機状態
を解除し、前記主制御手段及び所定のユニットに対する電力供蛤を開始させるものである
。
【００１２】
また、請求項４に係る発明は、請求項１記載の省エネルギー機能付きファクシミリ装置に
おいて、前記主制御手段が、前記時間管理手段に対して前記解除指定時聞を出カし、前記
時間管理手段が、前記待機状態の経過時間が前記解除指定時間に達した場合に前記副制御
手段に時間割込信号を出カし、前記副制御手段が、前記時間割込信号を入カした場合に、
待機状態を解除し、前記主制御手段及び所定のユニットに対する電力供給を開始させるも
のである。
【００１３】
請求項５に係る発明は、請求項１～４のいずれかに記載の省エネルギー機能付きファクシ
ミリ装置において、前記副制御手段が、前記待機状態を解除する場合に前記主制御手段に
対して前記待機状態を解除した時間・要因等の情報を出力するものである。したがって、
その解除に関連する情報に基づいて主制御手段が次に行うべき制御を最適化でき、効率的
な動作制御によるエネルギーの節減を図ることができる。
【００１４】
また、請求項６に係る発明は、請求項２又は３記載の省エネルギー機能付きファクシミリ
装置において、前記副制御手段が、前記時間周期クロック又は前記時間割込信号のカウン
ト値がフルカウントとなった場合、前記待機状態を解除して前記主制御手段に対して前記
カウント値がフルカウントである旨の情報を出力するとともに、前記主制御手段から新た
に前記解除カウント値を入力して前記待機状態に移行し、前記時間周期クロック又は前記
時間割込信号をカウントするものである。
【００１５】
請求項７に係る発明は、請求項１記載の省エネルギー機能付きファクシミリ装置において
、前記主制御手段が、前記解除指定時間として、前記所定のユニットを使用して実行され
る時刻指定動作の指定時刻より所定の準備時間だけ前の待機状態解除時刻に対応する時間
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と

前記バストランシーバを介して

バストランシーバによって、主制御手段側のバスラインと、副制御手段側のバスラ
インと、を分離して、ファクシミリ動作待機中の電力節減を行い、



情報を出力するものである。なお、所定の準備時間とは、所定のユニットを使用して実行
される時刻指定動作が確実に実行できるようにするために必要な準備時間で、予め設定さ
れる。
【００１６】
さらに、請求項８に係る発明は、請求項７記載の省エネルギー機能付きファクシミリ装置
において、前記準備時間を操作入力によって任意の時間に設定可能な操作手段を設けたも
のである。したがって、オペレータの希望により、必要十分な準備時間を確保し、確実な
時刻指定動作が可能になる。
【００１７】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の好ましい実施の形態について添付図面を参照しつつ説明する。
〔実施の形態１〕
図１～図３は本発明の好ましい実施の形態１に係る省エネルギー機能付きファクシミリ装
置を示す図である。
【００１８】
図１にブロック図で示すこのファクシミリ装置１００は、ＲＯＭ１０２に格納されたプロ
グラムに基づきバスライン１０３を介して装置全体の制御を行うようＣＰＵ等を含んで構
成された本発明の主制御手段としての主制御部１０１と、本発明の副制御手段としてＣＰ
Ｕ、ＲＯＭ、ＲＡＭ等を含んで省電力型に構成され、エネルギー節減のための省エネルギ
ーモードの待機状態（以下、省エネルギー状態という）における制御を司る副制御部１０
４と、を具備している。
【００１９】
このファクシミリ装置１００は、更に、時間管理部１０５、操作部１０７、電装部１０８
、表示部１０９、ＲＡＭ１１０、モデム１１１、バスライン１１２、通信制御部１１３、
バスライン１１４、バストランシーバ１１５、通信回線１１６、電源１１７および主電源
切換部１１８を具備している。
時間管理部１０５は、バスライン１０３を切り分けるバストランシーバ１１５を介して主
制御部１０１に接続されるとともにバスライン１０３を介して副制御部１０４に接続され
、時刻、カレンダー等の時間情報を管理する本発明の時間管理手段として機能する。操作
部１０７は、省エネルギー状態の設定を行う省エネ操作部１０６を含むとともに、送信ス
タート・ストップキー、省エネキー、オンフックキー等（図示せず）を備えた操作手段で
あり、バスライン１０３を介して主制御部１０１に接続されている。また、電装部１０８
は、コントローラ基板とこのコントローラ基板上に取り付けられた各種の調整スイッチや
制御ユニット等（図示せず）からなり、バスライン１０３に接続されている。また、表示
部１０９は、時間情報等を表示するためにバスライン１０３に接続されている。
【００２０】
ＲＡＭ１１０は、送受信を行う際に画像情報を記憶するバッファメモリ領域とワークエリ
ア領域とを有し、バスライン１０３を介して主制御部１０１に接続されている。このＲＡ
Ｍ１１０には、時刻指定ポーリング受信、時刻指定送信、節電タイマー、夜間タイマー等
の時刻属性情報を含むデータが格納される。また、ＲＡＭ１１０は時刻指定送信を行う際
の画像情報記憶領域を有し、画像データも格納できるようになっている。
【００２１】
モデム１１１は、バスライン１１２を介して主制御部１０１に接続され、送受信する画像
情報信号を変調又は復調するようになっている。
通信制御部１１３は、バスライン１１４を介してモデム１１１に接続されるとともに通信
回線１１６に接続され、画像情報の送受信を制御することができる。電源１１７は、ファ
クシミリ装置１００の全体に電力を供給する手段である。この電源１１７は、電力線１２
２、１２３を介して主制御部１０１、ＲＯＭ１０２、操作部１０７、電装部１０８、表示
部１０９およびモデム１１１に接続されており、これらに主電源切換部１１８を介して電
力を供給することができる。また、主電源切換部１１８は、電源１１７が省エネルギー状
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態に入る際に主電源をオフする、すなわち、主制御部１０１、ＲＯＭ１０２、操作部１０
７、電装部１０８、表示部１０９およびモデム１１１に供給される電力をオフすることが
できる。
【００２２】
また、電源１１７は、電力線１２０、１２１を介して副制御部１０４、時間管理部１０５
、省エネ操作部１０６、ＲＡＭ１１０、通信制御部１１３およびバストランシーバ１１５
に接続されており、これらに直接電力を供給する。これにより省エネルギー状態において
も、常に上記ユニットを動作させることができる。さらに、主電源切換部１１８は、トラ
ンジスタ又はＭＯＳ　ＦＥＴ、抵抗等で構成されるとともに、主電源制御信号線１１９を
介して副制御部１０４に接続されており、副制御部１０４からの主電源制御信号によって
主制御部１０１等の電源をオン・オフできるように構成されている。
【００２３】
副制御部１０４は、この副制御部１０４の制御内容を示す主制御部１０１からの主制御部
情報信号をバスライン１０３を介して入力し、主電源オフの判断情報を得る。その結果、
副制御部１０４は、主電源制御信号を主電源切換部１１８に出力し、主電源をオフするこ
とができる。すなわち、副制御部１０４はファクシミリ装置１００を省エネルギー状態に
することができる。
【００２４】
また、副制御部１０４は、省エネ解除信号線１２４を介して省エネ操作部１０６のスター
ト・ストップキー、省エネキー、オンフック押下、原稿セットを示すセンサー等（図示せ
ず）の信号を入力するとともに、省エネ解除信号線１２５を介した通信制御部１１３から
のリンギング信号、１３００ＨｚＦ網呼出信号、併設電話機のオンフック信号等を入力し
、主電源オンの判断情報を得る。そして、副制御部１０４は、主電源制御信号を主電源切
換部１１８に出力して主電源をオンし、ファクシミリ装置１００の省エネルギー状態を解
除することができる。
【００２５】
一方、ファクシミリ装置１００は、操作部１０７により時刻指定送信や時刻指定ポーリン
グ受信の指示がされると、待機状態になり、所定のタイミングで送信時刻又は受信時刻が
きたか否かを確認し、送信又は受信時刻になると、それに対応する時刻指定送信や時刻指
定ポーリング受信の通信処理を実行する。そして、主電源１０１は、省エネルギー状態を
解除してそのような処理を実行できるように、省エネルギー状態（待機状態）に入る前に
必要な解除指定時間等の時刻属性情報を出力してＲＡＭ１１０内に記憶させる。このＲＡ
Ｍ１１０に格納される時刻属性情報は、例えば操作部１０７による時刻指定送信の指示に
従って時刻指定送信をする送信時刻、及び、時刻指定送信をするために省エネルギー状態
を解除する時刻（待機状態解除時刻）であり、省エネルギー状態を解除する時刻は、オペ
レータにより操作部１０７から指定された送信時刻に基づいて、主制御部１０１により計
算される。この場合、省エネルギー状態を解除する時刻は、時刻指定送信のために指定さ
れた送信時刻より所定の準備時間だけ早い時刻であり、その所定の準備時間は、時刻指定
送信を確実に行えるよう、例えばオペレータが操作部１０７を操作することにより任意に
設定可能になっている。あるいは、ＲＡＭ１１０に格納される時刻属性情報は、例えば操
作部１０７による時刻指定ポーリング受信の指示に含まれる相手先電話番号およびポーリ
ング受信時刻と、指定された時刻指定ポーリング受信のために省エネルギー状態を解除す
る時刻等を含むものである。この場合、省エネルギー状態を解除する時刻待は、操作部１
０７から送信されＲＡＭ１１０に格納されたポーリング受信時刻に基づいて、主制御部１
０１により計算され、指定されたポーリング受信時刻より所定の準備時間だけ早い時刻に
される。その準備時間は、時刻指定ポーリング受信を確実に行えるように、予め操作部１
０７を操作することにより任意に設定できるようになっている。
【００２６】
なお、ＲＡＭ１１０に格納される時刻属性情報は、節電タイマーや夜間タイマーのための
時刻やそれに対応する時間（省エネルギー状態を開始するまでの時間又は省エネルギー状
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態を継続する時間等）の情報を含むものであってもよい。この場合、例えばオペレータが
指定したウェイクアップ時刻（省エネルギー状態を解除する時刻）がそのまま時間指定情
報としてＲＡＭ１１０に格納されることになる。
【００２７】
また、本実施の形態においては、ファクシミリ装置１００が待機状態にある場合に消費電
力を節減する方法として主電源をオフするという方法を採用したが、主制御部１０１の発
振クロック周波数を下げてその間の制御を副制御部１０４が司るという方法等、主制御部
１０１とは別の副制御部１０４が省エネルギー状態で制御を司るという方法であれば、い
かなる方法を用いて消費電力の節減を図ってもよい。
【００２８】
さらに、主制御部１０１と副制御部１０４とが情報をやりとりするための信号としては、
主制御部１０１がバスライン１０３を介して出力する主制御部情報信号と、副制御部１０
４がバスライン１０３を介して出力する副制御部情報信号とがある。後述するように、主
制御部情報信号は、副制御部１０４の制御の内容、時間指定情報、時間カウンタ情報等の
各種情報を含むものである。一方、副制御部信号は、省エネルギー状態を解除したときの
時間、要因等の各種情報（解除関連情報）を含むものである。なお、本実施例においては
、主制御部１０１と副制御部１０４とをバスライン１０３を介して接続する構成としたが
、新たに上記２つの信号をやりとりするための信号線を設ける構成を採用することもでき
る。
【００２９】
省エネルギー状態でも時間を管理するための時間管理部１０５として、リアルタイム・ク
ロック（ＲＴＣ）という名称で呼ばれる公知の手段を用いることができる。このＲＴＣは
、時刻、カレンダーのデータをシリアル・パラレルに入出力する機能、その他の様々な機
能を有している。時間管理部１０５が主制御部１０１と副制御部１０４にバスライン１０
３を介して接続されているので、主制御部１０１と副制御部１０４は、共に、時刻、カレ
ンダーの時間情報を時間管理部１０５から得ることができる。なお、時間管理部１０５と
して、前述したＲＴＣのように時間を管理することができる機能を有するものであれば、
それ以外のものを採用してもよく、また、主制御部１０１又は副制御部１０４に、ワンチ
ップで組み込まれたものでもよい。本実施例においては、パラレル入出力の専用チップの
ＲＴＣを時間管理部１０５として用いている。
【００３０】
省エネルギー状態では、前述したように主電源切換部１１８により主電源をオフしてしま
うため、主電源を電力の供給源としているユニットの入出力端子は不定の状態となり、そ
のユニットに接続されているバスライン１０３は動作不能となる。そこで、省エネルギー
状態においても電力が供給され、データのやりとりを行うユニット間のバスライン１０３
を動作可能とするため、本実施の形態においては、バストランシーバ１１５を設けてバス
ライン１０３のうち動作可能の部分と動作不能の部分とを切り分けるようにしている。す
なわち、時間管理部１０５と副制御部１０４との間の特定のバスライン１０３に対し、主
制御部１０１とＲＯＭ１０２等との間の他のバスライン１０３を分け、これらバスライン
１０３の間にバストランシーバ１１５を挿入している。これにより、通常の状態において
は、バスライン１０３が接続されている全てのユニット間でデータのやり取りが可能であ
るが、省エネルギー状態になると、副制御部１０４と時間管理部１０５との間のバスライ
ン１０３のみが動作可能となる。
【００３１】
なお、時間管理部１０５にバスラインが２本存在する場合は、バストランシーバ１１５を
設けずに、副制御部１０４以外のユニットと時間管理部１０５との間でバスラインを接続
するという構成を採用することができる。また、時間管理部を新たに追加する構成とする
こともできる。ただし、このような構成を採用する場合においては、主制御部１０１と副
制御部１０４との間でバスラインを通してのデータのやり取りを行うことができなくなる
ため、両制御部間に新たに信号線を設ける必要がある。
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【００３２】
次に、その省エネルギー状態におけるファクシミリ装置１００の動作を、図２および図３
に示す制御フローチャートを用いて説明する。
図２に示すように、副制御部１０４は、例えば省エネ操作部１０６の操作により、省エネ
ルギー状態に移行することを検知すると、主制御部１０１から出力された主制御部情報信
号を入力し、時間指定情報を読み出す（Ｓ２００）。この時間指定情報とは、省エネルギ
ー状態を解除する時刻等、副制御部１０４の所定の制御に関係する時刻や時間（省エネル
ギー状態を継続する時間、前記準備時間等）の情報である。ここでは、時間指定情報が省
エネルギー状態を解除する時刻を示すものとして説明を進めるが、副制御部１０４の制御
内容がこれに限られないことはいうまでもない。
【００３３】
副制御部１０４は、ステップＳ２００で省エネルギー状態を解除する時間を得た後、主電
源制御信号線１１９を介して主電源切換部１１８に主電源制御信号を出力し、主電源切換
部１１８を切り換えて主電源をオフする（Ｓ２０１）。これにより省エネルギー状態に移
行する。なお、前述したように、主制御部１０１の発振クロック周波数を下げる等、主電
源をオフする以外の方法により省エネルギー状態を達成しようとする場合は、このステッ
プでその省エネルギー状態を達成するための処理を行う。
【００３４】
省エネルギー状態に移行すると、次のステップＳ２０２、Ｓ２０３およびＳ２０４のルー
プ動作に入る。
まず、ステップＳ２０３では、副制御部１０４はバスライン１０３を介し時間管理部１０
５から時間情報信号を読み出し、読み込んだ時点の時間を確認する。次に、副制御部１０
４は、主制御部１０１からの時間指定情報と時間管理部１０５からの時間情報信号とを比
較し（Ｓ２０４）、時間指定情報による指定時間と時間情報信号による現時点の時間が一
致するか否かを判断する（Ｓ２０２）。
【００３５】
ステップＳ２０２において、時間指定情報による指定時間と時間情報信号による現時点の
時間とが一致しない場合には、ステップＳ２０３、Ｓ２０４の動作を繰り返し、一致した
場合には、ステップＳ２０５以下の省エネルギー状態解除プログラムに移行する。なお、
省エネルギー状態は、従来のファクシミリ装置のように省エネ操作部１０６からの信号及
び通信制御部１１３からの信号でも解除されるが、ここでは主制御部１０１からの指定時
間に応じて省エネルギー状態を解除することに限定して説明を行う。
【００３６】
副制御部１０４は、ステップＳ２０５において、副制御部情報信号を出力し、省エネルギ
ー状態を解除した時間、要因等の情報をバスライン１０３を介して主制御部１０１に出力
する。主制御部１０１においてはこの副制御部情報信号に基づいて次に実行すべき制御の
内容が決定される。
次いで、副制御部１０４は、ステップＳ２０６で主電源制御信号線１１９を介し主電源切
換部１１８を切り換えて主電源をオンし、省エネルギー状態を解除する。ここで、省エネ
ルギー状態の解除とは、ファクシミリ装置１００の全体のユニットを省エネルギー状態か
ら解除するという意味ではなく、主制御部１０１を含めた現段階で動作上必要なユニット
を省エネルギー状態から解除するという意味である。なお、この必要なユニットがどれで
あるかという判断は、ステップＳ２０５において副制御部１０４から出力される副制御部
情報信号に基づいて、主制御部１０１が行う。
【００３７】
以下、指定された時間に省エネルギー状態を解除して時刻指定送信又は時刻指定ポーリン
グ受信を行う場合を例にとって、そのための待機状態への移行動作、および、前述した主
制御部１０１による現段階で動作上必要なユニットについての判断について、説明する。
まず、待機状態に入る前に実行される時刻指定送信および時刻指定ポーリング受信のため
の準備動作の手順について説明すると、図３に示すように、主制御部１０１は、まず、操
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作部１０７から時刻指定送信が指示されると（ステップＳ２１１の判別結果がＹｅｓとな
ると）、操作部１０７から入力された送信時刻をＲＡＭ１１０に記憶させる（Ｓ２１２）
。この送信時刻の記憶が終わると、主制御部１０１は、省エネルギー状態からの解除時刻
を算出し、算出した解除時刻を送信時刻と同様な時間指定情報の一部（図３において時刻
指定情報）としてＲＡＭ１１０に記憶させる（Ｓ２１３）。例えば、送信時刻が２３時と
して入力された場合、それより所定の準備時間である５分だけ前の時刻（２２時５５分）
が算出され、これがＲＡＭ１１０に格納される。勿論、上述したように、オペレータが予
め操作部１０７を操作することで任意の準備時間が設定できる。
【００３８】
次いで、主制御部１０１は、セットされた原稿の画情報を読み取り、これを送信時刻に対
応付けてＲＡＭ１１０に蓄積記憶させ（Ｓ２１４）、時刻指定送信の待機状態に移行する
。
一方、操作部１０７から時刻指定送信でなく時刻指定ポーリング受信が指示されると（ス
テップＳ２１６の判別結果がＮｏとなると）、操作部１０７から入力された相手先番号、
すなわち電話番号とポーリング受信時刻とをＲＡＭ１１０に記憶させる（Ｓ２１７、Ｓ２
１８）。相手先番号およびポーリング受信時刻の記憶が終わると、主制御部１０１は、ポ
ーリング受信時刻に基づいて省エネルギー状態からの解除時刻を算出し、算出した解除時
刻をポーリング受信時刻と同様な時間指定情報の一部（時刻指定情報）としてＲＡＭ１１
０に記憶させる（Ｓ２１９）。具体的には、例えば、ポーリング受信の時刻として２０時
が入力された場合、それより所定の準備時間である５分だけ前の時刻（１９時５５分）が
算出され、これがＲＡＭ１１０に格納される。勿論、上述したように、オペレータが予め
操作部１０７を操作することでポーリング受信に必要な任意の準備時間が設定できる。主
制御部１０１はこの算出時刻の記憶後、ポーリング受信待機状態に入る（Ｓ２２０）。
【００３９】
このような時刻指定送信又はポーリング受信のための待機状態においては、主制御部１０
１は、その動作中、所定のタイミングで送信又は受信のための指定時刻がきたか否かを監
視し、その指定時刻がきた場合には、これに対応する通信処理（時刻指定動作）を実行す
る。
また、主電源がオフされている省エネルギー状態においては、副制御部１０４が、時間指
定送信ののための省エネルギー状態を解除した旨の情報を副制御部情報信号に含めて主制
御部１０１に送信すると、主制御部１０１は、この副制御部１０４からの副制御部情報信
号により、時刻指定送信又はポーリング受信のために省エネルギー状態を解除した旨の情
報を検知する。時刻指定送信時や時刻指定ポーリング受信時においては、通常、送信者又
は受信者がファクシミリ装置１００を操作することはないため、主制御部１０１は、表示
部１０９に時刻を表示せず、時刻指定送信又はポーリング受信のための制御を実行する。
【００４０】
この場合、指定された時刻には、時間指定情報に基づいて実行されるべき動作のために必
要な所定のユニットについてのみ省エネルギー状態を解除して電力供給を開始すればよい
。
すなわち、前述した主制御部１０１を含めた現段階で動作上必要なユニットとは、ファク
シミリ装置１００の全体のユニットを指すものではなく、現段階での動作、例えば時刻指
定送信又は時刻指定ポーリング受信に必要なユニットのみであり、その動作上必要なユニ
ットがどれであるかは動作モード毎に使用されるユニットについての情報（例えばメモリ
に記憶された特定の情報）から把握することができ、この情報に基づいて主制御部１０１
により各ユニットについて省エネルギー状態を解除するか否かの判断が可能である。ただ
し、前述したように一部のユニットを省エネルギー状態から解除するという制御ではなく
、全ての場合においてファクシミリ装置１００の全体のユニットを省エネルギー状態から
解除するという制御を行うことができるのはいうまでもない。
【００４１】
このように、実施の形態１に係るファクシミリ装置１００によれば、時間管理部１０５で
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時間を管理しつつ、副制御部１０４が、時間管理部１０５からの時間情報信号により時間
管理部１０５の時間情報を取得するとともに、時間情報と主制御部１０１からの時間指定
情報とを比較する。したがって、たとえ通常の状態で時間の管理をする主制御部１０１の
電源がオフされたとしても、時間の管理が必要な機能、例えば時刻指定ポーリング受信、
時刻指定送信、節電タイマー、夜間タイマー等の機能を簡単な構成で制御でき、しかも、
従来通り省エネルギーを達成することができる。また、副制御部１０４が時間を管理する
ことができるため、時間管理部１０５からの時間情報信号と主制御部１０１からの時間指
定情報との内容に基づいて、指定された時刻に省エネルギー状態を解除することができる
。さらに、副制御部１０４が省エネルギー状態を解除する際に、省エネルギー状態を解除
した時刻、要因等を示す副制御部情報信号を主制御部１０１に出力する構成としたため、
主制御部は、副制御部情報信号に基づいて省エネルギー状態が解除された後の制御をスム
ーズに行うことができる。
〔実施の形態２〕
図４は本発明の好ましい実施の形態２を示す省エネルギー機能付きファクシミリ装置のブ
ロック構成図であり、図５はその制御フローチャートである。なお、図４において、図１
に示すものと同様な又はそれに相当する構成にはそれと同一の符号を付し、その説明を省
略する。
【００４２】
図４に示すように、このファクシミリ装置においては、時間管理部１０５と副制御部１０
４とが、時間周期クロック線３００で接続されており、時間管理部１０５は、１分、１秒
等の時間周期で時間周期クロックを出力する機能を有している。また、このファクシミリ
装置では、実施の形態１で採用したバストランシーバ１１５を省略して、主制御部１０１
がバスライン１０３を介して時間管理部１０５の時間情報を常に得ることができるように
構成されている。そして、時間管理部１０５の時間合わせ、時間割込信号の出力等の制御
は、バスライン１０３を介して主制御部１０１が行うようになっている。
【００４３】
また、主制御部１０１と副制御部１０４の間には、図１に示すようなバスラインを設ける
必要がないため、主制御部情報信号線３０１と副制御部情報信号線３０２とを設けて主制
御部１０１と副制御部１０４とを接続している。両制御部をバスラインで接続することが
できることはいうまでもないが、その場合は、副制御部１０４にバスラインを接続する機
能を持たせる必要がある。
【００４４】
次に、その省エネルギー状態における動作を説明する。
図５にその制御フローチャートを示すように、副制御部１０４は、省エネルギー状態へ移
行することを検知すると、主制御部１０１から出力された主制御部情報信号を入力し、時
間カウント情報を読み出す（Ｓ４００）。この時間カウント情報とは、今から何時間・何
分・何秒後に省エネルギー状態を解除するかを示すカウント情報で、カウント値は、時間
管理部１０５からの時間周期クロックに基づいて主制御部１０１又は副制御部１０４が判
断する。
【００４５】
副制御部１０４は、ステップＳ４００で主制御部１０１からの時間カウント情報を取得し
た後、主電源制御信号線１１９を介して主電源切換部１１８に主電源制御信号を出力し、
主電源切換部１１８を切り換えて主電源をオフする（Ｓ４０１）。これにより省エネルギ
ー状態に移行する。
省エネルギー状態に移行すると、ステップＳ４０２からＳ４０６までのループ動作に入る
。当然、この間に他の制御を行っても良いことはいうまでもない。
【００４６】
まず、ステップＳ４０４では、副制御部１０４は時間周期クロック線３００から時間周期
クロックを読み込み、ステップＳ４０５において、１周期の変化があったか否かを判断す
る。ここで、時間周期クロックとは、１分・１秒周期のクロックである。例えば時間周期
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クロックの周期が１分であるならば、ステップＳ４０５で１分毎に１周期の変化があった
と判断される。
【００４７】
ステップＳ４０５において、時間周期クロックに１周期の変化があったと判断された場合
は、ステップＳ４０６において時間周期クロックをカウントしてステップＳ４０２に進む
。一方、ステップＳ４０５において、時間周期クロックに１周期の変化がなかったと判断
された場合は、時間周期クロックをカウントせずにそのままステップＳ４０２に進む。そ
して、ステップＳ４０２において、時間管理部１０５からの時間周期クロックのカウント
値と主制御部１０１からの時間カウント情報とが一致するか否かを判断する。
【００４８】
ステップＳ４０２において、時間管理部１０５からの時間周期クロックのカウント値と主
制御部１０１からの時間カウント情報とが一致しない場合は、ステップＳ４０３において
、時間周期クロックのカウント値がフルカウントであるか否かが判断される。カウント値
がフルカウントでなければ、ステップＳ４０４に進み、前述したステップを実行する。
【００４９】
また、ステップＳ４０３において、時間周期クロックのカウント値がフルカウント値であ
れば、ステップＳ４０７に進む。ここで、時間周期クロックのカウント値がフルカウント
とは、副制御部１０４のカウント値が最大になったことを意味し、この場合は次の時間周
期クロックのカウントが不可能となるため、ステップＳ４０７に進んでいったん省エネル
ギー状態を解除し、その旨を主制御部１０１に伝える。なお、フルカウントの場合の処理
は、時間管理部１０５からの時間周期クロックのカウント値と主制御部１０１からの時間
カウント情報とが一致する場合の処理と同様であるため、以下に説明する処理に含めて説
明する。
【００５０】
ステップＳ４０２において、時間管理部１０５からの時間周期クロックのカウント値と主
制御部１０１からの時間カウント情報とが一致する場合は、ステップＳ４０７において、
副制御部１０４が、時間周期クロックのカウント値をクリアする。そして、副制御部１０
４は、ステップＳ４０８において、主制御部１０１からの指定カウントに達したことによ
る省エネルギー状態の解除であるか、又はフルカウントでの省エネルギー状態の解除であ
るか、等の省エネルギー状態の解除要因を副制御部情報信号に含めて、主制御部１０１に
出力する。なお、このとき、副制御部情報信号に省エネルギー状態を解除した時間を含め
てもよい。
【００５１】
その後、副制御部１０４は、ステップＳ４０９において、主電源制御信号線１１９を介し
て主電源切換部１１８に主電源制御信号を出力し、主電源切換部１１８を切り換えて主電
源をオンする。その結果、省エネルギー状態が解除される。なお、副制御部１０４の時間
周期クロックのカウント値がフルカウントであるために省エネルギー状態を解除した場合
、操作部１０７、電装部１０８及び表示部１０９はこのときのファクシミリ装置１００の
動作上不要なため、これらのユニットの動作を待機させずに電源をオフしたままにしてお
いてもよい。その判断は、副制御部１０４からの副制御部情報信号に基づいて主制御部１
０１が行う。
【００５２】
また、フルカウントを理由とする省エネルギー状態の解除の場合、主制御部１０１は、新
たな時間カウント情報を主制御部情報信号として出力する。副制御部１０４は、この時間
カウント情報を入力し、再び省エネルギー状態に移行して前述した図４に基づく処理を実
行する。
なお、本実施の形態では、時間周期クロックのカウント値と主制御部１０１からの時間カ
ウント情報とが一致するか否かで解除指定時間になったか否かをチェックするので、操作
部１０７から時刻指定送信又は時刻指定ポーリング受信が指示されると、主制御部１０１
は、操作部１０７から入力され指定された送信又は受信の時刻に対応する解除時刻までの
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継続時間として前記時間カウント情報を生成し、ＲＡＭ１１０に記憶させることになる。
その他の時刻指定動作のための準備等の手順は前述した実施の形態１の内容とほぼ同様で
あるので、これ以上は詳述しない。
【００５３】
このように実施の形態２のファクシミリ装置によれば、副制御部１０４が、時間管理部１
０５からの時間周期クロックをカウントし、時間周期クロックのカウント値と主制御部１
０１からの時間カウント情報の内容を比較することで、より簡単な構成で時間を管理する
必要のある機能の動作を制御することができる。また、副制御部１０４が時間を管理する
ことができるため、時間周期クロックのカウント値と時間カウント情報の内容に基づいて
、指定された時刻に省エネルギー状態を解除することができる。さらに、副制御部１０４
のカウントがフルカウントした場合であっても、副制御部１０４は、いったん主制御部１
０１を省エネルギー状態から解除して副制御部情報信号にフルカウントである旨の情報を
付加して出力し、新たに主制御部１０１から時間カウント情報を入力して再び省エネルギ
ー状態に移行して、再カウントを開始することができるため、フルカウントによって時間
管理が不能となる事態を免れることができる。
【００５４】
なお、前述した実施の形態１のファクシミリ装置においては、時間管理部１０５の時間情
報を得るためにデータバス、アッドレスバス、制御バス等のバスライン又はシリアル信号
線、及びそれと接続するためのパラレル又はシリアルポートが副制御部１０４に必要なこ
とから、装置構成が大型化しがちでるが、実施の形態２のファクシミリ装置では、前記バ
スライン等を省略することができるため、装置構成をより小型化でき、より消費電力を節
減できるという効果がある。
〔実施の形態３〕
図６は本発明の好ましい実施の形態３を示す省エネルギー機能付きファクシミリ装置のブ
ロック構成図であり、図７はその制御フローチャートである。なお、図６において、図１
又は図４に示すものと同様な又はそれに相当する構成にはそれと同一の符号を付し、その
説明を省略する。
【００５５】
図６に示すように、このファクシミリ装置においては、時間管理部１０５と副制御部１０
４とが、時間割込信号線５００で接続されており、時間管理部１０５は、副制御部１０４
に１分、１秒等の時間周期で時間割込信号を出力する機能を有している。
次に、その省エネルギー状態における動作を説明する。
【００５６】
図７にその制御フローチャートを示すように、副制御部１０４は、省エネルギー状態へ移
行することを検知すると、主制御部１０１から出力された主制御部情報信号を入力し、時
間カウント情報を読み出す（Ｓ６００）。この時間カウント情報とは、今から何時間・何
分・何秒後に省エネルギー状態を解除するかを示すカウント情報で、カウント値は、時間
管理部１０５からの時間周期クロックに基づいて主制御部１０１又は副制御部１０４が判
断する。
【００５７】
副制御部１０４は、ステップＳ６００で主制御部１０１からの時間カウント情報を取得し
た後、主電源制御信号線１１９を介して主電源切換部１１８に主電源制御信号を出力し、
主電源切換部１１８を切り換えて主電源をオフする（Ｓ６０１）。これにより省エネルギ
ー状態に移行する。
省エネルギー状態に入ると、次のステップＳ６０２からＳ６０３のループ動作に入る。当
然、この間に他の制御を行っても良いことはいうまでもない。このルール動作中に、時間
管理部１０５からの時間割込信号が副制御部１０４に入力されると、副制御部１０４は、
時間割込信号による割込ルーチンへジャンプする。時間割込信号とは、１分・１秒周期の
時間管理部１０５からの割込信号のことを意味する。この時間割込信号の周期等は、省エ
ネルギー状態に入る前に、主制御部１０１によってバスライン１０３を介して設定される

10

20

30

40

50

(12) JP 3568733 B2 2004.9.22



。
【００５８】
副制御部１０４は、割込ルーチンにおいて、時間割込信号の入力回数をカウントし（Ｓ６
０７）、そのままリターンとなる。そして、ステップＳ６０２において、時間割込のカウ
ント値と主制御部１０１からの時間カウント情報とが一致するか否かを判断する。
ステップＳ６０２において、時間割込のカウント値と主制御部１０１からの時間カウント
情報とが一致しない場合、ステップＳ６０３において、時間周期クロックのカウント値が
フルカウントであるか否かが判断される。カウント値がフルカウントでなければ、ステッ
プＳ６０２に進み、前述したステップを実行する。
【００５９】
一方、ステップＳ６０３において、時間周期クロックのカウント値がフルカウント値であ
れば、ステップＳ６０４に進む。この場合には、次の時間周期クロックのカウントが不可
能となるため、ステップＳ６０４に進んでいったん省エネルギー状態を解除し、その旨を
主制御部１０１に出力する。なお、フルカウントの場合の処理は、時間割込のカウント値
と主制御部１０１からの時間カウント情報とが一致する場合の処理と同様であるため、以
下に説明する処理に含めて説明する。
【００６０】
ステップＳ６０２において、時間割込のカウント値と主制御部１０１からの時間カウント
情報とが一致する場合は、ステップＳ６０４において、副制御部１０４が、時間割込のカ
ウント値をクリアする。そして、副制御部１０４は、ステップＳ６０５において、主制御
部１０１からの指定カウントに達したことによる省エネルギー状態の解除であるか、又は
フルカウントでの省エネルギー状態の解除であるか、等の省エネルギー状態の解除要因を
副制御部情報信号に含めて主制御部１０１に出力する。なお、このとき、副制御部情報信
号に省エネルギー状態を解除した時間を含めてもよい。
【００６１】
その後、副制御部１０４は、ステップＳ６０６において、主電源制御信号線１１９を介し
て主電源切換部１１８に主電源制御信号を出力し、主電源切換部１１８を切り換えて主電
源をオンする。その結果、省エネルギー状態が解除される。なお、時間割込のカウント値
がフルカウントであるために省エネルギー状態を解除した場合は、操作部１０７、電装部
１０８及び表示部１０９がこのときのファクシミリ装置１００の動作上不要なため、これ
らのユニットの動作を待機させずに電源をオフしたままにしておいてもよい。その判断は
、副制御部１０４からの副制御部情報信号に基づいて主制御部１０１が行う。
【００６２】
また、フルカウントを理由とする省エネルギー状態の解除の場合、主制御部１０１は、新
たな時間カウント情報を主制御部情報信号として出力する。副制御部１０４は、この時間
カウント情報を入力し、再び省エネルギー状態に移行して前述した図７に基づく処理を実
行する。
このように実施の形態３のファクシミリ装置によれば、副制御部１０４が、時間管理部１
０５からの時間割込信号をカウントし、時間割込信号のカウント値と主制御部１０１から
の時間カウント情報の内容を比較するため、簡単な構成で時間を管理する必要のある機能
の動作を制御することができる。また、副制御部１０４が時間を管理することができるた
め、時間割込信号のカウント値と時間カウント情報の内容に基づいて、指定された時刻に
省エネルギー状態を解除することができる。
【００６３】
なお、前述した実施の形態１のファクシミリ装置においては、時間管理部１０５の時間情
報を得るためにデータバス、アッドレスバス、制御バス等のバスライン又はシリアル信号
線、及びそれと接続するためのパラレル又はシリアルポートが副制御部１０４に必要なた
め、装置が複雑・大型化しがちでるが、実施の形態３のファクシミリ装置では、前記バス
ライン等を省略することができるため、装置をより小型・簡素化でき、より消費電力を節
減できるという効果がある。
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〔実施の形態４〕
図８は本発明の好ましい実施の形態４を示す省エネルギー機能付きファクシミリ装置のブ
ロック構成図であり、図９はその制御フローチャートである。なお、図８において、前述
の例と同様な又はそれに相当する構成にはそれと同一の符号を付し、その説明を省略する
。
【００６４】
図８に示すように、このファクシミリ装置においては、時間管理部１０５と副制御部１０
４とが、時刻割込信号線７００で接続されており、時間管理部１０５は、ある時刻になる
と副制御部１０４に時刻割込信号を出力する機能を有している。時間管理部１０５が時刻
割込信号を出力する時刻は、バスライン１０３を介して主制御部１０１が設定する。ただ
し、副制御部１０４と時間管理部１０５とがバスラインを介して接続されている場合は、
副制御部１０４が時刻設定を行ってもよい。
【００６５】
次に、その省エネルギー状態における動作を説明する。
図９にその制御フローチャートを示すように、副制御部１０４は、省エネルギー状態へ移
行することを検知すると、主制御部１０１から出力された副制御部の制御内容を示す主制
御部情報信号を入力する（Ｓ８００）。
副制御部１０４は、ステップＳ８００で主制御部１０１からの主制御部情報信号を取得し
た後、主電源制御信号線１１９を介して主電源切換部１１８に主電源制御信号を出力し、
主電源切換部１１８を切り換えて主電源をオフする（Ｓ８０１）。これにより省エネルギ
ー状態に移行する。
【００６６】
省エネルギー状態に入ると、次のステップＳ８０２のみのループ動作に入る。当然、この
間に他の制御を行っても良いことはいうまでもない。このルール動作中に、時間管理部１
０５からの時刻割込信号が副制御部１０４に入力されると、副制御部１０４は、時刻割込
信号による割込ルーチンにジャンプする。
この割込ルーチンにおいては、副制御部１０４によって時刻割込フラグがセットされ（Ｓ
８０５）、そのままリターンとなる。そして、ステップＳ８０２において、時刻割込フラ
グがセットされたか否かが判断される。
【００６７】
ステップＳ８０２において、時刻割込フラグがセットされたことが検知されない場合は、
前述したステップを実行し、一方、時刻割込フラグがセットされたことが検知された場合
は、ステップＳ８０３に進み、省エネルギー状態解除プログラムに移行する。
ステップＳ８０３において、副制御部１０４は、時刻割込フラグがセットされたことによ
る省エネルギー状態の解除である旨の省エネルギー状態解除要因を副制御部情報信号に含
めて主制御部１０１に出力する。なお、このとき、副制御部情報信号に省エネルギー状態
を解除した時間を含めてもよい。
【００６８】
その後、副制御部１０４は、ステップＳ８０４において、主電源制御信号線１１９を介し
て主電源切換部１１８に主電源制御信号を出力し、主電源切換部１１８を切り換えて主電
源をオンする。その結果、省エネルギー状態が解除される。
このように実施の形態４のファクシミリ装置によれば、副制御部１０４が、時間管理部１
０５から出力される時刻割込信号に基づいて、省エネルギー状態を解除するため、簡単な
構成で時間を管理する必要のある機能の動作を制御することができる。また、副制御部１
０４が時間を管理することができるため、指定された時刻に省エネルギー状態を解除する
ことができる。
【００６９】
なお、前述した実施の形態２及び３のファクシミリ装置においては、時間周期クロック又
は時間割込信号をカウントする手段、並びに、主制御部１０１からの時間カウント情報が
必要であるが、実施の形態４のファクシミリ装置においては、それらを省略することがで
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き、装置をより小型・簡素化でき、より消費電力を節減できるという効果がある。
【００７０】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明（請求項１）に係る省エネルギー機能付きファクシミリ装置
によれば、

副制御手段が、時
間管理手段からの時間情報信号と主制御手段からの解除指定情報とに基づいて主制御手段
の電源がオフされた状態でも所定の時間管理を実行し、指定された時刻に省エネルギー状
態を解除するようにしているので、主制御手段の電源がオフされた状態で時間の管理が必
要な機能、例えば時刻指定ポーリング受信、時刻指定送信、節電タイマー、夜間タイマー
等の機能を簡単な構成で制御することができ、しかも従来通り省エネルギーを達成するこ
とができる。
【００７１】
また、本発明（請求項２）に係る省エネルギー機能付きファクシミリ装置によれば、副制
御手段が、時間管理手段からの時間周期クロックをカウントし、時間周期クロックのカウ
ント値と主制御手段からの解除カウント値の内容を比較することにより、指定された時刻
に省エネルギー状態を解除するようにして、主制御手段の電源がオフされた状態で時間の
管理が必要な機能をより簡単な構成で制御することができる。
【００７２】
また、本発明（請求項３）に係る省エネルギー機能付きファクシミリ装置によれば、副制
御手段が、時間管理手段から出力される時間割込信号をカウントし、時間割込信号のカウ
ント値と主制御手段からの解除カウント値の内容を比較することにより、指定された時刻
に省エネルギー状態を解除するようにして、主制御手段の電源がオフされた状態で時間の
管理が必要な機能をより簡単な構成で制御することができる。
【００７３】
また、本発明（請求項４）に係る省エネルギー機能付きファクシミリ装置によれば、副制
御手段が、時間管理手段から出力される時刻割込信号に基づき、指定された時刻に省エネ
ルギー状態を解除するようにして、主制御手段の電源がオフされた状態で時間の管理が必
要な機能を簡単な構成で制御することができる。
さらに、本発明（請求項５）に係る省エネルギー機能付きファクシミリ装置によれば、副
制御手段が、省エネルギー状態を解除する際に、その解除の時刻、要因等を示す副制御部
情報信号を主制御手段に出力するようにすることで、主制御手段がその副制御部情報信号
に基づいて省エネルギー状態解除後の制御をスムーズに行うことができる。
【００７４】
また、本発明（請求項６）に係る省エネルギー機能付きファクシミリ装置によれば、副制
御手段によるカウントがフルカウントになった場合でも、いったん主制御手段を省エネル
ギー状態から解除するとともに、副制御部情報信号にフルカウントである旨の情報を付加
して出力し、新たに主制御手段から解除カウント値を入力して、再カウントを開始するこ
とができるので、フルカウントによって時間管理不能となる事態を回避することができる
。
【００７５】
さらに、本発明（請求項７）に係る省エネルギー機能付きファクシミリ装置によれば、主
制御手段から出力される解除指定時間が、所定のユニットを使用して実行される時刻指定
動作の指定時刻より所定の準備時間だけ前の待機状態解除時刻に対応するようにしている
ので、所定のユニットを使用して実行される時刻指定動作を確実に実行することができる
。
【００７６】
さらに、本発明（請求項８）に係る省エネルギー機能付きファクシミリ装置によれば、準
備時間が操作入力によって任意の時間に設定可能であるから、オペレータの希望により、
必要十分な準備時間を確保して、より確実で操作性および信頼性に優れた時刻指定動作を
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バストランシーバによって、主制御手段側のバスラインと、副制御手段側のバ
スラインと、を分離して、ファクシミリ動作待機中の電力節減を行い、



実行することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態１に係る省エネルギー機能付きファクシミリ装置の構成を示
すブロック図である。
【図２】本発明の実施の形態１に係る省エネルギー機能付きファクシミリ装置の制御を示
すフローチャートである。
【図３】本発明の実施の形態１に係る省エネルギー機能付きファクシミリ装置の時刻指定
動作の手順を示すフローチャートである。
【図４】本発明の実施の形態２に係る省エネルギー機能付きファクシミリ装置の構成を示
すブロック図である。
【図５】本発明の実施の形態２に係る省エネルギー機能付きファクシミリ装置の制御を示
すフローチャートである。
【図６】本発明の実施の形態３に係る省エネルギー機能付きファクシミリ装置の構成を示
すブロック図である。
【図７】本発明の実施の形態３に係る省エネルギー機能付きファクシミリ装置の制御を示
すフローチャートである。
【図８】本発明の実施の形態４に係る省エネルギー機能付きファクシミリ装置の構成を示
すブロック図である。
【図９】本発明の実施の形態４に係る省エネルギー機能付きファクシミリ装置の制御を示
すフローチャートである。
【符号の説明】
１００　　ファクシミリ装置（省エネルギー機能付きファクシミリ装置）
１０１　　主制御部（主制御手段）
１０２　　ＲＯＭ
１０３　　バスライン
１０４　　副制御部（副制御手段）
１０５　　時間管理部（時間管理手段）
１０６　　省エネ操作部
１０７　　操作部（操作手段）
１０８　　電装部
１０９　　表示部
１１０　　ＲＡＭ
１１１　　モデム
１１２　　バスライン
１１３　　通信制御部
１１４　　バスライン
１１５　　バストランシーバ
１１６　　通信回線
１１７　　電源（電力供給手段）
１１８　　主電源切換部
１１９　　主電源制御信号線
１２０、１２１　　電力線
１２２、１２３　　電力線
１２４、１２５　　省エネ解除信号線
３００　　時間周期クロック線
５００　　時間割込信号線
７００　　時刻割込信号線
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

(19) JP 3568733 B2 2004.9.22



フロントページの続き

(58)調査した分野(Int.Cl.7，ＤＢ名)
              H04N  1/00
              H02J  1/00   307
              H04M 11/00   302

(20) JP 3568733 B2 2004.9.22


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

